


 進行性筋ジストロフィー症(DMP)は筋線維自体の変化を主体とするが、疾患が

進行するに従って、間質結合組織の増加および代謝異常が考えられる。この間

質結合組織の一大主要成分としてムコ多糖があり、この代謝に関与する水解酵

素(Glycosidase)の一つとして N―アセチル－β－グルコサミニダーゼ(NAG)が

ある。これまでに Duchenne 型 CMP 患者 22 例(機能障害程度 4 度 3 例、5 度 2

例、6度 5例、7度 8例、8度 4例)の血清 NAG 値を測定した。健常者の血清 NAG

値は 8.5±0.4mg/dl であり、DMP 患者では、11.8 士 2.6mg/dt と軽度の上昇傾

向がみられた。


